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内容要旨

外科系学麻酔科学善山栄俊

当院では腹腔鏡下婦人科手術に対し全身麻酔に側方 TAPブロック Oat

TAP）もしくは後方 TAPブロック（postTAP）を併用している．今回術後鎮痛

方法として、 postTAPが latTAPと比較してどの程度有効であるかを調

査した．方法： 2015年 4月から 9月までの腹腔鏡下婦人科手術が行われ

た患者を後ろ向きに調査した（倫理委員会承認番号 1895）.術後

1, 2, 6, 12, 24時間後の安静時VASスコアと翌日早朝の体動時VASスコアを

マン・ホイットニイ検定で、翌日までの追加鎮痛薬（ベンタジン 15mg）の

使用回数をスチューデント t検定で 2群間比較した。 Pく0.05で有意差あ

りとした．結果・latTAP症例は 33人、postTAP症例は 34人であった.lat 

TAPの術後 1,2,6, 12,24時間後の安静時中央 VAS(25九タイルー75九タイノレ）

値は、 3.0(3 4. 5), 4. 0(3. 5-5), 4. 5(4 6), 3. 5(3-4), 3. 0(34）であるの

に対して、 post TAP の術後 1, 2, 6, 12, 24 時間後の安静時中央

VAS(25覧tile75切tile）値は、 2.0(1. 5 2), 2. 0(1. 5-2. 5), 2. 8(2 3. 5), 

2. 0(1 2), 2. 0(1-2）であった．翌日の体動時中央 VAS値は latTAPは

5.0(4 7）に対して、 postTAPは 3.0 (2. 5 3. 5）で、あった。追加鎮痛薬の平

均回数（標準偏差）は latTAPは3.0(1.1）で、 postTAPは1.4(0.5）であっ

た．すべての項目に対して latTAPは postTAPと比較して有意に低かっ

た．結語： post TAPの術後 24時間の鎮痛効果の方が latTAPよりも良好

であった．理由として postTAPは latTAPと比較して広範囲の脊髄神経

前枝の遮断効果と内臓痛への効果によるものと予想できる．


